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表した最新作 God Help the Child (2015) が話題を呼んだことは記憶に新しい。今なおアメリ
カ文学界の第一線で活躍し続けるモリスンの原点となるのが、The Bluest Eye (1970) である。
白人至上主義が推進する「白い」美しさに対して鋭く一石を投じるこの小説は、11 歳のヒ




女は、超能力者を装って暮らしている Soaphead Church という老人のもとを訪れ、青い眼が
ほしいと頼む。ソープヘッドは奇跡を演出し、ピコーラは青い眼を手に入れることができ
たと信じ込み、その結果、精神的な錯乱に陥る。ピコーラが無事に出産するよう祈るクロ











たってソープヘッドに言及している。とりわけ“He [Soaphead] really did a good job” (Morrison, 
The Bluest Eye [hereafter cited as BE] 154) という言葉からは、ピコーラがソープヘッドに対し
て感謝の念すら抱いていることが窺える。 
 なるほど、Allen Alexander が “Soaphead assaults her [Pecola’s] psyche, taking from her any 
knowledge of her true identity” (299) と指摘するとおり、ピコーラを洗脳したという点におい
















































Viviana Zelizerが “Traditionally, the aversion to life insurance agents has been explained by their 
closeness to death” (135) と述べるように、人々の反感を免れえない、社会的スティグマを負
った職業であった。その豊かな教養を活用するもままならず、ホワイトカラーの下層にお
かれたエリヒューの姿は、“He began to sink into a rapidly fraying gentility, punctuated with a few 
of the white-collar occupations available to black people, regardless of their noble bloodlines, in 
America...” (BE 135; my emphasis) と描写される。つまりエリヒューは、アメリカに降り立っ
た瞬間から、その淡い肌の色に関わらず「黒人」と断定されるのである。 












姉妹の激しい嫉妬を買う。作中でたびたび言及される Greta Garbo や Shirley Temple といっ
たハリウッド女優の名も、女性の美と肌の白さとの不可分性を物語っており、そのような
美的水準に近いモーリーンが、少女たちの憧れの対象となるのは自明の理である。モーリ
ーンとの出会いによってクローディアは、“If she was cute―and if anything could be believed, 
she was―then we were not. And what did that mean? We were lesser” (BE 57) と、白人的な美し
さを女性の価値と結びつける社会の病理を幼くして悟ることとなる。こうして、モーリー
ンにみる混血性は、白人に近い外見という特権を彼女にもたらし、人種的美しさとは何か
というモリスンの問いを浮き彫りにする。Missy Dehn Kubitschek は、クローディアやピコー
ラの白人至上主義への気づきを小説の中心的テーマと捉え、『青い眼』を少女たちのビルド










その容姿は特権であり、彼女の価値を高める。物語の舞台は 1941 年、1930 年代から 40 年
代に訪れたハリウッド映画の黄金期と一致しており、モーリーン自身、映画と淡色の肌の
美しさを結びつけるかのように、1934年の映画 Imitation of Lifeのヒロインが混血で美しく、
しかしその母親は「黒くて醜い」(BE 52) のだとピコーラに説明している。(2) 混血であるこ
との外見的優位に自覚的なモーリーンに対し、エリヒューにとって混血は、その内面に抑
圧したもう一つのマイノリティ性と複雑に絡み合っている。エリヒューは、“He could have 
been an active homosexual but lacked the courage” と描写されるように、同性愛的な欲望を秘
めていたのである。ここで興味深いのは、エリヒューが「勇気」さえあればホモセクシュ
アルな関係に身を投じていた可能性が暗示されながらも、“[S]odomy was quite out of the 
question, for he did not experience sustained erections and could not endure the thought of 
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社会的沈黙を強いられてきた彼の声にかわってナラティヴの一環をなしていることは、ピ
コーラに精神的破綻をもたらした人物たちを “dehumanize” (“Afterword” 168) したくなかっ
たというモリスンの意図を透かし出す。作者自身の言葉を考慮するとき、ソープヘッドが
手紙の中で、ピコーラを救うことのない神を “Tell me, Lord, how could you leave a lass so long 








一致は、Debra T. Werrlein によって指摘されているが (60)、興味深いことに、ソープヘッド













とを確認しておきたい。その最も顕著な例は、クローディアが “a big, blue-eyed Baby Doll” 
(13) を解体してしまった一件であろう。彼女はその動機を、“To see of what it was made, to 
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り、ソープヘッドの手紙は、数十年に及ぶ沈黙を破った彼の声として注目に値する。興味
深いことにソープヘッドは、“I am not afraid of You, of Death, not even of Life, it’s all right about 
Velma; and it’s all right about Papa; it’s all right about the Greater and the Lesser Antilles. Quite all 





ーラに向かって、“my child” (137, 138, 139) と繰り返し呼びかけることは、単なる偶然であ
るとは思われない。黒い肌をしたピコーラに青い眼を与える行為は、黒人的特徴と白人的
特徴の融合を象徴し、混血であるソープヘッド自身の姿を照らし出す。さらに彼は、神に
対し、挑戦的な口調で “You see? I, too, have created. Not aboriginally, like you...” (144; my 























The Bluest Eye という表題は、届かぬ美に憧れるピコーラと、ただひとり彼女の願いを聞
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